


|こ
′

名

1″
~

“

卜

　

ヽ
　
　
「

”
ヽ

い

●

■
ド

▲

“
ヽ

Ｉ
Ｌ
「

仏
ノ

イヽ
ヽ
．

ヽ

｀
ヽ

″
―

■―._

晰

`F

ヽ
′

‐

ヽ
′

ｒ

ヽヽ
′

ヽ、

_′｀
ヽ́

ヽ
一
　
　
ヽ

′
′
　
´

ヽ
、
、

ヽヽ

″

―
ハ
　
ヽ
Ｌ

ヽ

|

井
ヽ ,、

‐・(ノ

ハ 、

´´′    ヽ

〃
¬́
ξJ―

・`

″

r
′・

‐

く
ヽヽ
ハ

′ ｀

′

カ

↑



は

じ

め
に
。

俳

句
と
私

の
出
会

い
は
、

か
れ

こ
れ
十

四
年
前

の
平
成

五
年

に

太

田
邦
武
先
生

の
俳
句
講
座

に
入
門
さ

せ
て
戴

い
た
時

か
ら

で
し
た
。

電

車

を
乗

り
継

い
で
身
延
線

の
入
山
瀬

駅
ま

で
よ
く
通

い
ま
し
た
。

富

士
文
庫

の
吟
行
会

で
興
津

の
清
見
寺

に
参

り
ま
し
た
折

り
、
暖

か

い
冬

日

の
中

に
五
百

羅
漢

さ

ん
と
並
び

ま
ど

ろ
ん

で

「
小
春

日

や

五
百
羅
漢

に
な

り
す

ま
す
」

と
ご

く
自
然

に
旬

に
な

り
ま
し

た
。

先
生

は
当
時

は
未
だ

々
々
お
元
気

で
お
上

手
な
褒

め
言
葉

で
、
私
達

を
御
指

導

く
だ

さ
り
、

励
ま
さ
れ

た
も

の
で
す
。

林

の
中

の
カ

ラ

ス
瓜
を

い
ち
早

く
見

つ
け
、

「
自

然

を
よ
く
見
自
分

を
確

り
と
見

つ
め

て
自

分

の
言
葉

で
作
句
す

る
よ
う
に
」



と
、
ま
た
舌
頭
千
転
し
て
人
に
伝
え
ら
れ
る
良

い
旬
に
す
る
必
要
性
を
説
か
れ

懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

出
来
る
事
な
ら
十
年
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
さ
せ
て
と
お
願
い
し
た
い
心
境

で
す

が
、

こ
の
上
は
天
国
で
再
び
お
目
に
か
か
り
句
会
を
開
く
の
が
夢
で
す
。

「
逝

き

し
師

の
選
句

の
声

や
冬
銀

河
」

「
梅

一
輸
句

一
筋

の
師

で
あ

り
し
」

今
は
私

の
師
を
偲
ぶ
句
と
な
り
ま
し
た
。

師

の
亡
き
後
は
句
友
仲
間
に
恵
ま
れ
手
探
り
で
俳
句
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
纏
め
て
み
ま
し
た
。

ご
笑
覧
戴
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

平
成
十
九
年
五
月
吉
日

富
士
市
鈴
川
中
町

二
十

一
の
六

城

所

愛

子



|||



成
■

の
雲
Ｐ
薇
ｔ
マ
花
薇

春
票
昴
腋
ゞ
希
ル
の
ト
タ
ン
え
根



人
性
マ
史
助
Ｐ
常
に
お
本
ｔ
ま
す

ハ
イ
ウ
ェ
イ
人
き
く
吟
ざ
春
の
彙



姓

の
子
足
の
え
ま
で
ス
ト
レ
ッ
チ

チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
徹
め
ざ
ど
の

，
さ
人
久
袢



春
え
Ｐ

如
き
日
に
招
び
六
池
Ａ

こ
き
た
と
少
み
に
小
後
十
夫
く
く

ロ



逹
橘
じ
４
化
に
湯
の
春
溢
れ
け
り

ラ
ベ
ン
ダ
ー
肺

の
典
ま
で
染
ま
り
け
り

」

ユ



バ
ン
ブ
Ｉ
Ｐ
植
え
て
豊

り
の
風
生
あ
る

場
燿
ヤ
ガ
ラ
ス
逍
ｔ
す
る
ネ
ａ
二

六



史
‘
澪
卑
秒
立
の
風
Ｐ
株
び
ざ
と
ｔ

薇
庁
焚
き
の
煙
り
か
ｏす
合
ふ
春
就

セ



っ
あ
ｔ
雄
庄
ｔ
い
る
揺
雛
の
ご
と

導
ざ
燎
の
お
上
前
几
ぐ
あ
雄
か

，

′ヽ



木

呪

い
の
痛

い
の
北
ん
で
ιす
揚
網
蛛

乏
ぬ
花
の
ス
に
跛
く
菅
士
ャ
さ
ｔ

九



喜
色
に
燿
ぁ
ぇ
戒
ャ
た
り
ね
而

母
の
ロ
ヤ
発
い
て
も
母
の
京
言
景

十



せ

せ

ら

ぎ

を

止

め

て

え

ら

６

未

釣
来
の
花
峙
計
前

薔
薇
の
各

十

一



せ
せ
ら
ぎ
に
オ
ち
Ｌ
斧

の
春
り
綺
び

た
わ
わ

，
あ
青
悔
に
恙

み
の
範
き
た
る

十

二

「

¬



警
・

■
ｕ

夕
え

ヤ
彙

ユ
び
く
げ

に
わ
さ
瓜

月
金
の
汽
働
島
嗚
ぁ
構
而
ギ
も
り

十

二



壊

足
も
と
の
構
轟
Ｐ
わ

い
ぬ
嬌
難
一忌

叫
春
に
え
奪
呵
く
ヤ
氷
哀
か

，

ヰ
・
●



発
電
の
秋
Ｌ
い
ま
ま

，
あ
農
諄
嬌

眸
り
に
き
る
札
ア
カ
シ
ヤ
の
春
Ｐ
綺
き
ぬ 十

二

‐
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‐
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‥
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ｌ

Ｅ

ｌ

ｌ

ｌ

日

Ｅ

Ｉ

■
〓

日
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航
琳
の
円
鮮
ヤ
か
ヤ

春
躇

綸
じ
緒
に
春
り
残
せ
ｔ
鼻
の
書

十

六



も
マ

，
さ
あ
味
噌
薇
顔
ャ
着
景
風

く
さ
め
て
る
た
に
条
ふ
ャ
ネ
材
手

■
，
セ



義

て

の

顔

の

は

こ

ろ

∫

花

の
各

も
み
じ
を
に
鳥
え
て
槻
あ
オ
花
の
船

十

ヘ



議
史
歌
の
焦
辺
Ｐ
れ

つ
ヤ
花
の
奮

七
人
店
ダ
に
く
パ
す
み

の
来

十

九



氷
果
て
の
島
の
上
庄
ヤ
格
雄

協
え
二
の
小
分
を
派
あ
ふ
朝
の
風

二
十



く
さ
さ
か
り
佃
に
枷
ふ
ヤ
グ
ル
マ
藤

藤
屏
に
触
れ
る
風
あ
り
艶
め
け
り

二
十

一



摯
来

に
応
の
花
屏
機
れ
て
よ
り

磐
針
の
磐
の
春
り
や
風
″
上
前

二
十

二

~~¬



タ
ベ
の
場
く
ず
あ
る
ご
と
に
外
の
牡
丹

憐
着
景
神
お
り
た
あ
子
の
農
顔

二
十
二



虫
千
Ｌ
ヤ
期
を
Ｐ
鳴
∫
小
油
斗

十
ナ
の
子
に
払
□
囃
子
Ｐ
子
ぐ
蜆

二

十

ロ



婦
陰
の
座

一
つ
也
き
神
の
え

新
鮮
Ｐ
分
け
て
ケ
ー
ブ
ル
汁
り
よ
り

二
十
二



脊
″
″
ｔ
マ
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
洛
Ｐ
恙
ふ

村
林
の
風
す
き
通
る
考
え
風
多

二
十

六



ガ
婦
ヤ
フ
ル
ー
ト
磐
く
立
の
句
碑

ハ
ン
ド
ベ
ル
悔
両
の
麟
れ
日
の
枕
嬌
歌

二

十

七



半
弟
み
マ
紫
陽
花
色
Ｐ
派
め
け
り

ね
ん
ざ
ろ
に
母
の
人
切
る
構
綺
嬌
れ
日

二
十

ヘ
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た
裁

，
き
た
Ｐ
几
奮

ふ
ヤ
構
而
推

々

紫
陽
た

の
面

に
立
な
き
葬

の
列

二
十

九



島
裁
角
り
の
灯

一
直
象
烙
Ｐ
切
る

皮
花
沐
か
け
上
が
り
行
く
夏
一幅
子

二
十



■
一

淋
衣
贅
ふ
こ
母
諄
か
″
未
あ
鰊
人

腰
上
げ
の
七
せ
下
ら
す
子
の
あ
衣

二
十

一

「
Ｊ
倒
ロ
ヨ

一



姉
辻

ιす
り
琳
蜂

に
出
み
あ
派
蜂

質
構
硫
ャ
代

か
求
嬌

の
凛

化
粧

二
十

二



■

石
先
に
口
沈
の
々
ふ
外
電
車

ロ
ッ
キ
ー
の
風
逸
ル
の
愛
料
緩

二
十

二



パ

ー

テ

ィ
ー

の
采

マ

マ

コ

ロ
ラ

ド
月

に

ｔ

ロ
ッ
キ
ー
の
■
に
今
阜
の
く
さ
嬌
マ
リ

二
十

ロ
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台
風
豊

後
象
鷲
ゆ
る
た
山
晨

思

い
ム
Ｐ
淋
よ
に
た
た
び
ん
の
旅

二
十
二



一及
蛛
の
ム
迎
え
く
れ
ｔ
日
本
国

二
十

六

ト
ン
ガ
村
備
史
‘

で
夏

ふ
愛
帽
子



患
ふ
ひ
と

つ
傷
に
と
ば
し
て
ダ
端
鳥

二
十

七

媛
え
の
″
ま
ろ
ま
ろ
と
陽
を
か

へ
す



村
林
の
風
遭
き
こ
あ
露
尺
風
多

着
村
の
迫
り
来

る
山
は
月
味

二
十

ヘ



ハ
レ
ル
ヤ
の
来
譜
花
″
Ｘ
ら
■
の
蛛

晨
の
秋
反
か
に
わ
ふ
菅
え
本

二
十

九



お
そ
愛
の
色
合
わ
せ
す
る
晨
の
秋

ノ
Ｐ
ム
ｔ
読
び
ガ
景
歌

晨
の
秋

ロ

ニ
ー



■
■
一

Ｆ
Ｅ
■

ワ
ッ
フ
ル
の
レ
シ
ビ
片
を
に
晨
の
秋

洛
嗚
り
の
岬
Ｐ
速
く
ス
カ
シ
て
今

口
十

一



ぞ
そ
り
立

つ
夕

に
ｔ
が
み
Ｌ
詩
二

景

暑
ホ
”
ユ
薇
に
生
け
る
た
弩
の
を

口

■
，
ニ

鵬
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Ⅲ
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月
尤
Ｐ
畔
に
飲
み
千
す
吟
腋
酒

秋
の
対
の
マ
根
上
の
募
か

，

口
十

二



せ
せ
ら
ぎ
の
思

い
ム
躾
す
鉾
景
だ
ゆ

湧
率
に
メ
Ｐ
４
か
に
マ
愁
汚
秋

¨

十

●



コ
ス
毛
ス
の
衝
影
残
ｔ
恙
弩
各
あ

脊
の
″
Ｌ
マ
神

つ
あ
す
母
ネ
着
遊
ゅ

●
十
二



勢
薇
締
ヤ
毛
ン
キ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ス
下
あ

い
わ
ｔ
雲
ざ
ざ

っ
と
組
み
人
極
本

口

ｉｆ
ｌ
バ



１
１
霧
．づ
１
１
‐
１
ｌ
Ｊ
望
、「
咽
堀̈
略
撼
燿
”電
撻
遍祖
翻
遇
錮
”■
ョ
燿
電
壌
哺還
燿
週
甕
燿
一覇
欄
覇
一菫
一燿
薔
一覇
一撼
一壇
「

欠
神
の
荼
奮
台
ヤ
神
に
留
守

口
十

七

神
戌
の
対
川
対
す

一
位
の
火



菊
口
”
費
賞

の
彙
Ｐ
分
か
ら
金
ふ

菅
士
を
十
の
ニ
ニ
ん
皮
ヤ
ネ
曰
麟
れ

口
十

ヘ



勢
薇
神
ヤ
誓
子
の
旬
碑
Ｐ
ま
の
あ
た
り

菅
士
麟
れ
て
端
群
の
発
邊
り
け
り

口
十

九



碁
膨
れ
て
と
き
め
き
を
り
ぬ
流
↓二
群

費
験
子
の
め
く
る
港
の
支
さ
か

，

二
十



赤
ト
ン
ボ
疱
咸

の
情
子
飾
り
け
り

月
え
ど
缶
ら
よ
地
咸
の
影
晨
ｔ

二
十

一



＝

―――

＝

＝

＝

ｌｌ

働

ｒ

＝

＝

＝

＝

＝

＝
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‐

‐
‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐
‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

落
千
焚
き
ヰ
琉
き
ｔ
口
の
速
の
け
り

子
キ
帰

り
風
分
さ
わ
ざ
ロ
ネ
れ
刻

二
十

二

r……¬

|   』



１

１

■
１

こ
の
よ
ユ
壻
の
日
と

，
あ
４
か
な

二
十
二

落
び
せ
る
彙
蓮
の
琳
ヤ
彙
景
奮
ふ



免
景
特
冷
め
の

一
約
胤
姜
泉

山
の
幸
溢
る
公
め
ｔ
ネ
ぬ
く
ｔ

二
十
”



佗
去
の
薇
燿
の
琳
ヤ
鯰
景
麟
ゆ

ハ
ン
カ
チ
に
免
景
お

い
ぬ
弟
じ
た
に

二
十
二



コ
ー
ラ
ス
の
生
滋
Ｐ
恙
薇
秋
立
ら
ぬ

シ
ー
サ
ー
の
喬
巡
ら
す
台
風
逹

二
十
六

キイ

「

~~■



果
眸
ゃ

「石
さ
せ
緩
さ
せ
」
こ
■
の
メ

秋
晴
れ
て
て
詩
の
味
Ｐ
逍
え
に
け
り

二
十

七



ニ
ヰ
そ
の
梵
狂
の
キ
ヤ
仁
景
冷

薇
外
え
て
著
ス
の
く
ら
に
人
根
オ
一あ

二
十

ヘ



こ
ば
れ
く
く
て
着
記
合
の
ネ
引
率

費
子
肉
礼
二
誕
生
梶
う

着
ぎ

の
ノ
浦

々
に
期
け

の
春

二
十
九



雅
滅
あ
て
渚

の
ノ
ヤ
質

に
脇

つ

菊
洒
Ｐ
合
み
て
詩
の
■
笑
ふ

、
バ

ユ
ー



共
に
生
き
垢
ス
賜
り
ぬ
二
十
年

ヘ
チ
一山
の
Ｘ
リ
ロ
僣
ｔ
み
ぬ
物
口
記

六
十

一



滝
壺

に
旬
の
オ

ネ
の
彙

山
域
Ｐ
費
会
に
染
め
ｔ
物
口
の
ム

六
十

二



暑
が
鈴
人
の
鈴
ヤ
ロ
●
ば
こ

影
と
い
て
来
晨
Ｐ

一
人
え
か
ｔ
よ
り

六
十

二



未
ク
婉
身

に
鏡

い
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

え
犬
ど
語
ら
ふ
オ
静
ヤ
ネ
う
ら
ら

六

十

●



″
挨
に
メ
Ｐ
か
ら
ｔ
マ
未
鵜

落

つ
あ
も
の
落
と
ｔ
姜
ら
ざ
ネ
匁
春

，
〓

，
　

・
　

　

　

１
，
　

Ｆ
　

　

　

　

・　

‥
　

　

・

六
十
二



精
落

つ
あ
ζ
着
哀
Ｐ
よ
り
け
り

綺

つ
ら
ら
常

に
べ
す

る
山

の
お

六

十

六



ネ
ス
Ｐ
切
る

一
筋

の
花
行
雲

カ

ル
チ

ャ
ー

の
乞

可
さ

だ
き

ヤ
ネ

う
ら

ら 、バ
■
，
セ



ネ
ユ
考

の
墜
深
く
あ
リ
タ
鵜

春
疾
風
近
口
路
だ
か
リ
ニ
事
蠣

六

十

ヘ



脱
梅
ヤ
義
ん
の
忌
口
の
こ
く
な
り

ζ
Ｐ
脊
に
も
た
れ
合

い
た
る
六
地
ハ

六
十

九



も

の
シ
春
を
日
く
ャ
少
中
付
∫

構

一
給
う

一
筋
の
”
で
あ
り
ｔ

ｒ
ｌ

ｌ
Ｅ
ヨ
ー

ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
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ｉ

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‥
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１
１
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１
１

１
１

１
１

１
１
１
１

１
１
３
１
１
１
１
１

，
１
３

，

ｉ
ｌ
‥
１
‥
―
―
―

‥
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●
材
同
ど
ム
李
ふ
反
近
構
口
”

０
構
の
舷
ｔ
さ
す
か
ｔ
出
の
第

七
十

一



拮
あ
々
と
マ
春
り
残
れ
る
構

一
輪

巡
き
ｔ
”
の
費
う
の
チ
ヤ
ネ
鍬
河

七
十

二

ｒ
日
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‥
●‥
‥
‥
‥
‥
ｉ
ｌ
ｌ



ヽ

キ
ャ
ン
ド
ル
の
焔
Ｐ
格
ら
ｔ
密
涎
教

ね
暑
の
■
の
み
４
に
わ
矛
会

七
十

二



寺
せ
銘
と
を
ふ
も
二
人
の
夕
名
か
な

ゴ
ス
ベ
ル
の
力
の
ほ
あ
笙
晨
か

，

七
十

ロ



自
販
教
の
末
表
に
撃
く

「あ
り
が
ど
う
」

朝
富
士
に
靡
く
善
の
皮
者
か

七
十

二



０
妙
の
雪
士
に
池
咸
の
贅
り
か
ｏす

「十
の
風
」
遭
薇
姜
ら
ざ
ネ
の
ュ

七
十

六



山
兼
花
の
像
Ｐ
こ
ぼ
ｔ
マ
え
い
の
家

人
続
の
合
に
ど
ろ
け
ｔ
∫
り
人
根

七
十

七



ど
リ
ビ
リ
の
構
よ
く
よ
か
ャ
ブ
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

ζ
抑
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
ン
格
ら
ｔ
・す
り

七
十

ヘ



漆
ユ
の
質
の
便
リ
ヤ
如
ζ

嗣
違

の
だ
ろ
ま
キ
才

温
め
洒

七
十

九



神
及
の
ま
き
″
舷
ｔ
ネ
年
十

彙
型
Ｐ
魏

い
て
ネ
ロ
の
イ
ユ
巡
り

へ
十




